
(学校名)

2.6 2.7

重点目標
【後期】
・成果
・課題

重点目標１　　　　　　　　　　　　＜成果＞
重点取組１　前時との違いなどから、考えたい、できるようになりたいという思い（必然性）を自分の
言葉でめあてがかけるようになってきた。

重点取組２　見通しのもたせ方や時間配分を考えたことで、自力解決の時間を確保することができ
た。

重点取組４　板書をもとに学習をふり返り、自分の言葉でまとめができるようになってきた。

重点目標２　　　　　　　　　　　　＜成果＞
挨拶　8･9月の月のめあてに挙げ、取り組みを行った。その後も、低学年は元気なあいさつをする
子が多い。

重点取組３　　モデル文をもとに説明ができるようになってきた。比べる観点を示すことで、話し合
いが深まってきている。

見通し（方法・結果）のもたせ方を問題によって考える。　自力解決できた子は、説明を
書かせる。（図・式・言葉）

自分の考えをわかりやすく説明する。（まず、つぎに、そして…）
比べる観点を意識させ、子どもたちでよりよい考えを作り上げていく。
「学習のふり返り」の時間をとるようにする。　めざせ、３分ふり返り！「わ・が・と・も」→「わ」
…わかったこと、「が」…がんばったこと、「と」…ともだちのよさ、「も」…もっと知りたいこと

掃除　ペアで掃除区域を担当し、一人が交代し、一人は残って掃除の仕方を教える方法は有効
だった。マニュアルを作った所は、来年度も活用できる。

言葉　学級力プロジェクトの取り組みを通し、子ども同士で声を掛け合ったり、「あったか言葉で注
意をした方がいい」という意見が出たりするようになってきた。

高学年にあいさつができない子、声が小さい子が多い。生活のめあてで、再度取り組
む。

水拭きが必要になる3年は,掃除の仕方を再度指導の必要がある。教師も一緒に掃除
をしながらの指導を継続する。

学級力プロジェクトや行事に向けての取り組みの中で、継続指導を行う。

 掃除の仕方の定着のため、マニュアルを作ったり、教え合う時間を
取ったりして、学級で工夫する。10月の生活のめあてで重点化を図
る。

 継続指導を行う。また、学級力向上プロジェクトの
仲間作りの中でも取り組んでいく。

平成２９年度　１２月学校自己評価
Ⅰ　学校教育目標

八女市立三河小学校

具体的目標

⑨重点目標達成の組織運営

⑩特色ある学校づくり・小中
連携教育の推進

⑦健康教育の実施

④基本的生活習慣の育成

⑤キャリア教育の充実

評価共通項目

①基礎学力の定着

②特別支援教育の充実

⑥道徳教育の充実

めざす
子どもの

姿

めざす
学校の姿

③授業改善の推進

めざす
教職員の

姿

後期

○よく考える子ども
○心の美しい子ども
○元気な強い子ども

～地域に信頼され、夢ふくらむ楽しい学校～
○規律があり、活気に満ちた学校
○心豊かな教育環境の見える学校
○教職員が生き生きと協働する学校
○地域のよさを生かし、地域へ発信する開かれた学校

～保護者・地域住民に信頼される教師に～
○教育に対する強い情熱を持つ教師
○確かな指導力をもつ教師
○総合的な人間力をもつ教師

Ⅱ　小・中学校共通項目の評価

Ⅲ　本年度の重点目標に関する評価

・友だちに温かい言葉を使う。

学習過程のプレートを用い、学習の足跡が分かる構造的な板書を
行う。

3.2

3.2

3.2

 子どもたちにとってさらに必然性を感じる課題を提
示することで、子どもたち自身のめあてにしていく。

 時間配分を考え、自分の考えを書く時間を十分とる。最後
まで、粘り強く課題に取り組むための支援を工夫する。

 キーワード、アンダーライン、囲む等の板書の工夫をし、発
達段階を考え、子どもたち自身が、板書をもとに自分でまと
めができるように段階を追って指導する。

3.0

生活の月目標にそって、朝の会で意識づけたり帰りの会で振り返
えらせたりする。 3.1

前期

⑧危機管理計画の実施

本年度の
重点目標

１　筋道立てて考える子ども育成
２　きまりを守り、互いのよさを認め合う子どもの育成

2.8

評価項目 後期評価

 ８・９月の生活のめあてにあげて、意識化させ、再
定着を図る。

1

2

・静かに、時間いっぱい、隅々
まで協力してそうじを行う。

後期改善方策前期評価具体的方策

2.8

2.7

3.0

その場に応じた掃除を指導したり、反省会で掃除のしかたをふり
返らせたりする。

教師が正しい言葉をつかい、子どもに相手のことを考えた言葉の
使い方を指導する。

導入を工夫して課題意識を持たせたり、学習の必然性を感じたり
させる。

見通しをもとに、自力解決の結果や道筋、自分の考えや根拠を記
録するノート指導を行う。 2.8

 １２月の生活のめあてで「いいとこみつけ」に取り組む。
学級の実態に応じ、学級通信で子どもたちの頑張りを知らせて
いく。

学習や生活の中で子ども一人一人のよさや頑張りを認め、学級通
信等でそのよさや頑張りを伝える。

3.0

3.1

3.4

・まとめを話したり書いたりす
る。 【重点取組４】

・わかりやすく説明する。
【重点取組３】

学年の発達段階に応じた話型に沿って、自分の考えとその根拠を
順序よく説明させる。

⑤給食時の放送や集会活動等の場で、委員会活動で取り組んでいる内容を知らせることができ
た。学習や学校行事等では、みんなで課題を作ってそれを目指してがんばることができた。

②夏休みに個別の支援計画・指導計画の作成をしてもらったので、それに基づき、子どもの実態に
応じた指導ができた。

⑦学級活動や委員会活動や学校行事などの機会を捉えて、手洗い・うがいの声かけを継続でき
た。

⑧計画に沿って確実に実施し、子供たちの安全対応も高まってきた。不審者対応として下校指導
もそろえる等共通理解しながらできている。

学級活動においては、確実に実施するためにも、計画段階できちんと関連性や系統性
を持つように心がける。

＜成果＞ ＜課題・改善方策＞

　　　　　　　　　　　　　　　＜課題・改善方策＞
導入から効率よくめあてに結びつけていく。

＜課題・改善方策＞ 

 わかりやすく説明できている子をモデルとする。考えを深め
る問いなどさらに工夫することで、思考を深める。

・自分のめあてをつくる。
【重点取組１】

・自分の考えを書く。
【重点取組２】

自分にはよいところがあると答
えることができる。

⑥年間計画に沿って、計画的に実施できた。パターン化したノートを活用し、継続して自分の考え
を書くことができている。

・いつでも、どこでも、誰にで
も、自分からあいさつする。

子どもの内面を引き出し、言葉や視覚的に表現して話し合えるような場を発達段階に
合わせて工夫する。30年度完全実施に向けての研修を行う。

4月に新しい担任に個別の支援計画・指導計画を渡すと、配慮を要する児童へ対応がスムー
ズにいくと思う。本年度中に来年度の個別の支援計画・指導計画を作ようにする。

説明力の向上（伝えたい・比べたいという意欲、聞き合う態度）※話言葉、書き言葉とも
に高める。

掃除に関して、子どもたちの達成感が伸びていない。個々のよさに気付かせるために、
なかよし班の掃除の時に、頑張っている子の放送を行い、称賛していく。

委員会活動で取り組んでいる仕事をもっと全校児童に知らせるような場を設定する。

3.1

④月のめあてに連動したり、学級の課題に応じてめあてを立てさせたりと取り組みやすいように工
夫した。また、12月は同一の取り組みを行ったため、子どもたちが他学年の様子にも関心を持っ
た。

八女市共通

【後期】
・成果
・課題

全員で採点や解説等で、問題傾向や、どんなところがつまずきやすいのかなど把握し
たことを授業に生かしていく必要がある。

学級力向上プロジェクトや行事に向けて、継続指導を行う。基盤学習については、個別
的な問題や個別的な量を準備して行い、達成感を味わわせる。

学習中のけがが増えた時期があった。学校行事以外の普段の学習中や休み時間にお
けるけが防止等についても共通理解や事前指導を行う。

③見通しの質が向上したことで時間が短縮し、自力解決の時間を１０分程確保できるようになった。また、
交流後段で追事象に取り組ませたり観点を提示したりしたことで交流に深まりが見られるようになった。

⑨　学力タイム、診断テストの採点などチームで協力して行うことができた。また、診断テストにつ
いては解説してから問題を解かせると納得して解ける子が増えた。

⑩学級力向上プロジェクにより、意識的に積み上げをして効果をあげている。基盤学習も学力タイ
ムで担任以外が個別的に指導したことで確実に力が付いてきたし､子どもの意欲も出てきた。

① 問題数は少なくても　継続して取り組ませることで、計算は速くできるようになってきた。 今後も朝活で、不十分な問題を中心に継続して取り組ませていく。
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重点目標
【後期】
・成果
・課題

目立つ子に「いいところ」が偏りがち。どの子も認められるように、教師の支援が必要。よさ　12月のめあてで「いいところみつけ」を行った。全校同一の取り組みを行い、「友達のいいとこ
ろを見つけよう」という意欲が高まり、更に他学年の様子にも関心が向く子もいた。



前期評価 総合評価 後期評価 総合評価
2.7 3.2

  
4.0 3.7
2.8 3.2

3.1 3.3
2.7 3.1

3.0 3.1
2.8 3.2
3.4 3.6
3.0 3.2
3.1 3.5

2.7 2.9
4.0 3.9

3.1 3.3
3.4 3.8

2.5 3.2
3.5 3.7

3.5 3.5
3.2 3.5

3.2 3.5
3.3 3.6
2.8 2.9

【前期の総合評価】
2.7
3.4
2.9
3.1
3.1
3.4
3.2
3.0
3.3

【後期の総合評価】
3.2
3.5
3.2
3.3
3.4
3.4
3.6
3.5
3.5

⑥道徳教育の充実

9

10 朝の基盤学習や月曜日の放課後の学力タイムに組織的に取り組み基礎・基本の定着を図る。　

学級力向上プロジェクトに取り組んだり、学級目標を設定したりして自律的な学級づくりをしている。　

⑤キャリア教育の充
実

①基礎学力の定着

②特別支援教育の充実

③授業改善の推進

3.4

3.1

1

⑦健康教育の実施7

 

6

①基礎学力の定着

②特別支援教育の充
実

③授業改善の推進 既習の知識や生活体験をもとに見通しを立てさせ、子どもが意欲的に学習に取り組んでいる。　

自分から誰にでも元気なあいさつができるように朝の会や帰りの会で指導する。

友だちにいやな言葉を言わないように言葉遣いの指導をする。
係活動や委員会活動を責任を持ってやり遂げるように指導する。

そうじの３つのめあてを守るように指導する。
4

学習や学校行事等を通して協力して、課題解決に取り組むように指導する。

いろいろな表現方法（吹き出し、表情図など）を使って考えを深めさせる。

年間指導計画を基に、計画を立て指導している。　

個別の指導計画・教育支援計画対象の子ども及び配慮を要する子どもに、実態に応じた丁寧な指導をする。

週案に学力向上に関する具体的方策を立て、２週間毎に振り返り次の週の方策を立てている。

学習規律育成計画、家庭学習の手引きをもとに学習習慣を身につける。

歯の健康や病気予防（手洗い・うがいなど）に関する指導を行う。
計画的なスポーツタイムを実施し、運動に親しむようにしている。　

危機管理マニュアルを活用したり見直したりして、職員に周知を図る。
防災防犯訓練等を実施したり、自然災害等への臨時の対応をしたりしている。　

校長のリーダーシップに基づき目標達成にむけた職務を主体的に行う。　

PDCAのサイクルを学校改善に生かす。 3.5

3.5

3.1

3.2

3.33.1

2.9

3　評価の資料の平均が２．５～３．２

2　評価の資料の平均が１．５～２．５

3.2

3.4

3.6

④基本的生活習慣の育成

⑤キャリア教育の充実

3.3

3.2

3.0

3.3

⑩特色ある学校づくり・小
中連携教育の推進

3.1

⑩特色ある学校づくり・小
中連携教育の推進

3.3

①基礎学力の定着

②特別支援教育の充実

③授業改善の推進

④基本的生活習慣の育成

4　達成できている（８割以上）

3　だいたい達成できている（６割以上）

2　あまり（４割以上）

⑤キャリア教育の充実

⑥道徳教育の充実

⑦健康教育の推進

B

2

3.4

個別の指導計画・教育支援計画を市のモデルに基づいて作成する。

学校自己評価作業シート

小項目

2.7

小中学校共通評価項目チェックリスト

3

3.5

学級経営案に記入している市販テスト・学力検査等の数値目標値を達成する。

3.4

8

⑩特色ある学校づく
り・小中連携教育の推
進

5

④基本的生活習慣の
育成

⑧危機管理計画の実
施

⑨重点目標達成の組
織運営

⑦健康教育の実施

⑧危機管理計画の実施

評価基準

1　達成できていない（４割未満）

1　評価の資料の平均が１．５未満

⑧危機管理計画の実施

⑨重点目標達成の組織運営

A

4　評価の資料の平均が３．２以上

⑨重点目標達成の組織運営

評価項目

⑥道徳教育の充実
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②特別支援教育の充実 

③授業改善の推進 

④基本的生活習慣の育成 
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⑦健康教育の実施 

⑧危機管理計画の実施 

⑨重点目標達成の組織運

営 

⑩特色ある学校づくり・小

中連携教育の推進 
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⑧危機管理計画の実施 
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営 

⑩特色ある学校づくり・小

中連携教育の推進 




